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蓄積された情報を活かす

E班 2グループ

チーム Milky Way

グループ討議発表

平成21年度 大学職員情報化研究講習会~基礎講習コース~

学内情報の現状
• 現状課題

部署間の情報共有が停滞＝非効率的

部署間で情報を共有する「共有ファイルサーバ」

情報を複数部署で共有できる！

しかし、実際に導入してみると・・・

• 情報が整理されていない

• インデックスがついていない

よって、ファイルの中身がわからない

→せっかく蓄積されたデータが活かされていない

蓄積データの有効活用を！



2

検索システム（学内版）のイメージ

ファイルサーバから
自動取り込み

「自分で探したい！」

「何でもみたい！」

「いつでも！どこでも！」

「だれでも！簡単に！」

検索システム

担当部署

＋作成者

検索結果のイメージ
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検索システム効果の課題

• 閲覧を制限したい→
検索から外す仕組みを用意

• 新しい？・古い？→
ファイル取り組み時に自動取得

• 作成者は？→ 登録制や自動付加システム

• 信頼性が曖昧→
作成部署は共有サーバ取り込み時に取得

• バックアップ→ 全自動バックアップ

まとめ

「欲しい情報が探し出せる」

「どの部署がいつどんな情報を生み出すかがわかる」

業務の効率化が促進される

→効率化で生み出された時間

⇒学生支援に費やすことで、

学生サービスの向上を図ることができる。


